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・1青 報 化 社 会 に お け る 生 涯 学 習
’
の

1
あ り

・

　　　　　　　　　　　　　　に 閲 す る 研 究 ． C そ の

　 「 オ
’
フ
・ト

『一 ク 這 信 」、の 町 tt・香 川 県 大 野 原 町 の 事 例
：

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 香 川 大 学
・

　 1．　 は
．
じ め・に 一

問 題 意 識
　

　 　 近
’
年、

’
各 種 の 二 a 一メ デ ィア の 発 達 に 伴 い 、

CATV
「
な
．
ど の メ デ ィア を 導 入 し で

’
生 涯 学 習 社

会
「
の 推 進 を 図 ろ

層
う と す る 市 町 村 も み られ る。

・と こ ろ で、　2
「
年 前 の 1 ．988 年 か ら・「オ フ ト

ーク　（，01FF 　　．TAL ・K ）・通 信 」　と 呼 ば れ る

新 た な 音 声’メデ ィア が 登 場 し、　19 ・90 年 4 月

現 在、　 日 本
’
全 国 29 ヶ 所 で 約 2 万 2 千 世 帯 が

加 入 し て お り、
’
．さ ら に 急 速 な 勢 い で 普 及 し つ

つ あ り、　こ の
’「オ フ トーク 通 悟 」 も生 涯 学 習

社 会 の 進 展 に 大 き な 役 割 を 果 た し つ っ あ る と

い え よ う。
．

1．1

　 「オ フ トーク 通 信 i と はご 電 話 回 線 を 利 用

し て 竜 話 機 に 宅 内 接 続 装 置 と ヌ ピ．一カ ーを 取

り付 け る だ け で、
’
町 内 や 地 区 内 の 情 報 が 聴 け

る と い う シ ス テ ム で あ る。
．

使 わ れ て い な い 時

間 の 電 話 機 を 有 効 に 利 用 でき な い も の か と い

う発 想 か ら生 ま れ た シ ス テ ム であ る。
』

そ し て、

「オ フ
’
ト
ー

ク 通 信 亅 の 利 甫 方 法 の 概 略 的 な 仕

組 み は 以 下 の よ う に な っ て い る。 ゆ 宅 内接 続

籔 置 の 操 作 に よ り、 数 番 組 の 中 か ら聴 き た い

放 送 が 選 択 で き る。   役 場 な ど か ら緊 急 連 籍

を 行 い た い 場 合 は、 全 家 庭 に
一

斉 に 一
定 の 音

量、で 連 絡 す る こ
．
と が で き る。・ゆ 「オ フ トーク

通信 」 の 放 送 中 に 電 話 め 発 着 信 が あ っ た 場 合

に は、 放 送 は 停 止 ざ れ 、 電 語 で の 通 話 が 優 先

さ れ る 。 　 （通 話 中 の 「オ ラ トーク 通 信 j の 放

送 内容 が 知 り た け れ ば、　後 で 宅 内 接続 装 置 の

ボ タ ン 操 作 に よ り、　再 び 聴 け る。 ）

　 こ の よ う な 「オ フ トーク 通 僧 亅 を 利 用 し て

定 時放 送 の 時 間 帯 に 生 涯 学 習 関 連 あ情 報
’
を 流

し、 生 涯 学 習 の ま ち づ く り ・む ら づ く り を 推

進 し て い こ う と い う 自 治 体 も で て き た。
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方
脂

1 　）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
’
渡 辺 　

’
安 男

　 ・し か し な 寮 ら、．
」

こ の よ う な
・「
．
オ フ トーク 通

信 」 が 実 際 に
．
ど・

の 程 度ご 生 涯 学 習 社 会
』
の 進 展

や ま ち つ く．り ・む ら
’
づ く り に 役 立 っ で い る か

な・ど に う い て の 調 査
『
班 究

．
は こ 乳 ま で あ ま・り 行

わ れ て こ な か っ た と い っ

「
で も 過 言 で は

1
な い 。

　 「オ ラ トーク
’
通 慴 J が 開 発 さ れ 、　 こ の サ 1− ・ビ

ス が 認 可 さ れ て か
層
ら：　2 年 数 レ月 と ま だ 日 渉

・’浅 い こ
’
と。 GATV の よう な 映像 を 媒 体 と す

る も の で は な 1〈、 膏 声 を
．
媒 体 と する も の

1
でご

華 k し く 注 目 を 集 め る こ と が な か っ た な ど．
’
種 々 の 瑾 由 が 考 え ら れ ・よ う。　　

’
　　　 ・

’11

　 社 会・教 育 の 研 究 の 推 移 か
『
ら 考 察

幽
し て も．

’
遊

年、　 「情 報 化 社 会 に お け．る成 ノ、 孛習 内
『
容 論

’
」

な ど を．は じ め、 情 報 を 媒 体 に し て の 生 浬 学 智

へ の 取 り 組 み の 事 例 が 数 多 く み
．
ら れ る よ うに

な う た。　こ の よ うな 磧究 上 の 流 れ の 中 に も、

　
1
「オ フ

・
トー

「
ク 通 信 」 の あ り 方 を位 置 づ itな が

ら調 査 跡究 す べ ぎで あ る と考 えた v

　 本 報 告 で 取 り 上 げ る 香州
’
県 三 豊 郡 大 廊 原 町

は二 県 内 で 最枷 三、
．
今 年 の

’
1．0 月 か ら 「オ フ

トーク 通 信 亅
’
を 開 始 す る 町 で あ

．
る1 そ れ 故、

1
今 回 の 軸 告 は、 開 始 前 の 実態調 査 と ア ン ケ

ー

ト 調 査 の
一

部 を も と に、 生 涯 学 習 社 会 の 実 現

に 向 け t 「オ フ ト ーク 通 信 」 ｝とい か に 取 り 組

み、　い か に 利 用 し よ う
『
と し て

．
い る あか と か．

．

地城住 民 は い かな 翻 待 粳 望 を 持 っ て い 乙．

の か と い っ た こ と な ど を 中 心 に 分 析 を 進 め た

い 。 そ し て、 導 入 数 ヶ 月 後 に 実 施 す る こ と に

し て い る 「オ フ
1
トーク 通 信 j の 効集分 析 の 調

査 研 究 の、 比 較 の 素材 にな れ iまと 思 づ て い る。

ま た、　 1980 年 か ら 2 年 間、　大野 原 町 の 農

山 甘に お い て 調 査 研 究 し．　『農 村 の 再 組 織 化

と 生 活 環 境 の 改 善 』 と し て 報 告 書 を ま とめ た
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が、 そ れ か ら 10 年 を 経 過 し、 大 野 原 町 の 農 　　　　さ れ た と い え る。

山 村 は い か に 変 容 を遂 げ て き た だ ろ う か． 大 　　　 　 こ の 指 定 を 受 け． 平 成 元 年 に 生 涯 教 育 堆 進

い に 関 心 の 持 た れ る と こ ろ で あ る。　　　　　　　　 協 議 会 と 生 涯 教 育 推 進 本 部 を 設 置 し、 大 野 原

　2． 調 査 の 目的 と 方 法 　　　　　　　　　　　　町 の 町 民 憲 章 を も と に 「人 づ く り町 づ く り i

　　こ の 調 査 研 究 の 究 極 的 な 目的 は、 地 域 住 　　　　の モ ッ トーを 揚 げ、 生 涯 教 育 の 摧 進 体 制 の 体

民 の r オ フ トーク 通 信 亅 へ の 接 触 度 と コ ミ ュ 　　　　系 化 ・シ ス テ ム 化 を 図 っ た。 平 成 2 年 5 月 に

ニ テ ？意 識 と の 相 関 性 を 追 求 す る と と も に、 そ　　　　総 会 が 閣 催 さ 扎 　実 質 的 に 生 涯 学 習 の ま ち づ

　　　

れ ら と 生 涯 学 習 に つ い て の 考 え ・意 識 ・態 度 　　　　く り が 展 開 さ れ た。　6 月 に は、　『生 涯 学 習 の

と の 相 関 性 を解 明 す る こ と に あ る が、 今 回 は 　 　　 手 引 』 と い う 冊 子 が 町 内 の 各 家 庭 に 配 布 さ れ 、

前 節 で 述 べ た ご と く、 彼 ら の 取 り 組 み 方 や 期 　　　　8 月 に は 自 治 公 民 館 の 館 長 会 議 が 開 催 さ れ ぐ

待
・
要．望 な ど を 中 心 に 考 察 を 進 め て い く。 　　　　　『生 涯 学 習 ガ イ ド ブ ッ ク 』 が 各 自 治 公 鼠 館 に

　調 査 対 象 地 は、 大 野 原 町 内 の モ デ ル 自 治 公 　　　　配 ら れ た。 や は り、　こ れ ま で の 中央 公 民 館
一

民 館；の 縦 し て あ る ・ 5 舶 治 会 と し た・ そ 　 　 地 区 公 民 館 （8 館 ） 一自 治 公 贈 （63te ）

し てξ 大 野 原 町 内 の 生 涯 学 習 ま ち づ く り の 実 　　 　　 の ネ ッ ト ワ ー ク を 中 心 に 生 涯 学 習 推 進 の 組 織

態 調 査 を実 施す る と と も に、　こ の 15 の 自 治　　　　　づ く り が 展 開 さ れ て い る と い っ て よ い 。　63

会 の 成 人 を 対 象 に． 生 活 構 造 論 的 手 法 に も と 　　　　館 の う ち、 現 在、　7 館 が 従 来 の 継 続 中 の モ デ

づ き．調 査 項 目 を設 定 し． ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 　　 　 ル 自治 公 民 館 で あ り、 8 館 が 新 た な 生 澑 学 習

施 し
1

た 。
一　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 モ デ ル 自 治 公 民 餡 と な っ て お り． 両 者 あ わ せ

　3i 調 査 対 象 地 の 概 況 　　　　　　　　　　　　 て 15 の モ デ ル 自 治 公 民 館 が あ る 。　1 館 あ た

　　：調 査対 象堆 の 香 川 県 三 豊 郡 大 野 原 町 は．　　　　 り 町 か ら 50 万 円 ほ ど の 補 助 が あ り． 各 公 民

香 川 県 の 西 南 端 に 位
・
置 ．U、 東 を 観 音 寺 市、 西 　　　　館 で は テ レ ビ、　ビ デ オ 装 置、　 「オ フ ト ーク 通

を 豊 浜 町． 南 を 阿 讃 山 脈 を 境 に 徳 島 県 と 愛 媛 　 　　 信 」 関 係 の 設 備 の 設 置 に 充 当 し て い る。 生 涯

県 に接 し、 北 を 瀬 戸 内 海 に 臨 む 町 で あ る。 人 　　　　学 習 の ま ち づ く り と し て 、　9 領 域 の 課 題 を 掲

口 は 13 ，．529 人．　戸 数 は 3 ，　275 戸 で　　　　　げ．　各 々 施 策 内 容 を 提 示 し て い る が、　大 野 原

あ う （平 成 元 年 4 月 1 日 現 年｝ 。 　　　　　　　　　町 の 場 合、 公 民 館 の ネ ッ トワ
ー

ク の 基 盤 の 上

　 大 野 原 町 は、 平 成 元 年 に r生 涯 学 習 モ デ ル 　 　 　 　に 情 報 を 媒 体 に し て の 生 涯 学 習 の 推 進 と な っ

市 町 村 亅 の う ち の
一

つ に 指 定 さ れ、 生 涯 学 習 　 　 　 　て き て い る と い え よ う。 っ ま り、　 「オ フ トー

の ま
．
ち づ く り に 取 り組 ん で い る 。 大 野 原 町 で 　 　 　 　ク 通 信 亅 を 介 し て 生 涯 学 習 の 情 報 を 流 し． 主

は、 昭 和 50 年 策 定 の 長 期 振 興 計 画 に お い て 　 　　 　体 的 学 習 へ の 援 助、　集 団 ・グ ル
ープ の 育 成 な

生 涯教 育 の 必 要 tYiを 踏 ま え た 社 会 教 育 の 施 第 　　　　ど を 図 る 形 態 へ と 変 化 し て く る と い え よ う。
　 　 1
を 樹立 し、 昭 和 60 年 策 定 の 第 二 次 長 期 振 興 　 　 　 ま た、 町 内 に は 生 涯 学 習 セ ン タ ーが 設 置 さ れ

計 車に お い て は、 公 民 館 ・
．図 書 館 な ど ハ ー ド　　　　て お り、 そ こ で は ビ ヂ オ 教 材 の 充 実 に 努 め て

・ウ ェ ア 的 な 面 の 整 備 と と も に． 各 種 講座 ・教 　 　 　 お り、　自 治 公 民 館 で の 学 習 に 資 す る と と も に、

室 の 新 設 や 増 設、 学 習 グ ル
ープ の 養 成 な ど ソ 　 　 　 　学 習 グ ル

ープ に も 利 用 で き る よ う に し て い る。

フ ト ・ウ エア 的 な 面 の 推 進 も 図 っ て きた。 そ・し 　　　　 4 。 調 査 緒 果 の 概 要

て． 毎 年、 モ デ ル 自治 公 民 館 を 選 定 し、 公 民

館 活 動 を 中 心 に し て 社 会 教 育 に 取 り 組 ん で．き 　 　 　 　 　 5 ． ま と め

た 実績 が 認 め ら れ、 生 涯 学 習 モ デ ル 町 に 指 定 　 　　 　　 　 （発 表 当 日、 調 査 結 果 の 資 料 を 配 布 ）
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